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ペアでできるストレッチング
　職場で行う体操に、ペアで行うストレッチングを取り入れましょう。楽しく和やかに行えば、声掛けし
やすい職場の雰囲気づくりにも役立ちます。

日常生活に生かすストレッチング
　日常生活のちょっとした時間に、気軽にストレッチングをしてみましょう。

1 体側・肩伸ばし
横に並んで立ち、足を軽く開いて外
側のひざを曲げながらお互いを両手
で引き合いましょう

2 腕・胸・腹伸ばし
相手の手首をつかみ、ひざを軽く曲
げながら背中の上に乗せましょう

3 腰ひねり
背中合わせに立ち、両足を動かさず
に腰をひねって向き合ったところで
両手を合わせましょう

1 目覚めのストレッチング
起き上がる前に片脚を外側に倒し股関節
を伸ばします

3 入浴時のストレッチング
腰掛けて上体を前に倒し、脚の背面とふ
くらはぎを伸ばします

4 湯上がりのストレッチング
四つんばいになってお尻を静かに後ろに
引きながら上体を沈め、腕を伸ばします

2 TVを見ながらストレッチング
座った状態で体をひねり、腰と背中を伸ばします
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10ページ　食品加工用機械について

　平成25年10月の労働安全衛生規則改正により、第130条の 2～ 7が新たに追加されました。第107条は条
文が改訂されています。
労働安全衛生規則
（切断機等の覆い等）

第130条の 2　事業者は、食品加工用切断機又は食品加工用切削機の刃の切断又は切削に必要な部分以外
の部分には、覆い、囲い等を設けなければならない。
（切断機等に原材料を送給する場合における危険の防止）

第130条の 3　事業者は、前条の機械（原材料の送給が自動的に行われる構造のものを除く。）に原材料を
送給する場合において、労働者に危険を及ぼすおそれのあるときは、当該機械の運転を停止し、又は労
働者に用具等を使用させなければならない。

2　労働者は、前項の用具等の使用を命じられたときは、これを使用しなければならない。
（切断機等から原材料を取り出す場合における危険の防止）

第130条の 4　事業者は、第130条の 2の機械（原材料の取出しが自動的に行われる構造のものを除く。）
から原材料を取り出す場合において、労働者に危険を及ぼすおそれのあるときは、当該機械の運転を停
止し、又は労働者に用具等を使用させなければならない。

2　労働者は、前項の用具等の使用を命じられたときは、これを使用しなければならない。
（粉砕機等への転落等における危険の防止）

第130条の 5　事業者は、食品加工用粉砕機又は食品加工用混合機の開口部から転落することにより労働
者に危険が生ずるおそれのあるときは、蓋、囲い、高さが90㎝以上の柵等を設けなければならない。た
だし、蓋、囲い、柵等を設けることが作業の性質上困難な場合において、安全帯（令第13条第 3項第28
号の安全帯をいう。以下同じ。）を使用させる等転落の危険を防止するための措置を講じたときは、こ
の限りでない。

2　事業者は、前項の開口部から可動部分に接触することにより労働者に危険が生ずるおそれのあるとき
は、蓋、囲い等を設けなければならない。

3　労働者は、第 1項ただし書の場合において、安全帯その他の命綱（以下「安全帯等」という。）の使
用を命じられたときは、これを使用しなければならない。
（粉砕機等に原材料を送給する場合における危険の防止）

第130条の 6　事業者は、前条第 1項の機械（原材料の送給が自動的に行われる構造のものを除く。）に原
材料を送給する場合において、労働者に危険を及ぼすおそれのあるときは、当該機械の運転を停止し、
又は労働者に用具等を使用させなければならない。

2　労働者は、前項の用具等の使用を命じられたときは、これを使用しなければならない。
（粉砕機等から内容物を取り出す場合における危険の防止）

第130条の 7　事業者は、第130条の 5第 1項の機械（内容物の取出しが自動的に行われる構造のものを除
く。）から内容物を取り出すときは、当該機械の運転を停止し、又は労働者に用具等を使用させなけれ
ばならない。

2　労働者は、前項の用具等の使用を命じられたときは、これを使用しなければならない。
（掃除等の場合の運転停止等）

第107条　事業者は、機械（刃部を除く。）の掃除、給油、検査、修理又は調整の作業を行う場合において、
労働者に危険を及ぼすおそれのあるときは、機械の運転を停止しなければならない。ただし、機械の運

3 関係法規
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転中に作業を行わなければならない場合において、危険な箇所に覆いを設ける等の措置を講じたときは、
この限りでない。

2　事業者は、前項の規定により機械の運転を停止したときは、当該機械の起動装置に錠を掛け、当該機
械の起動装置に表示板を取り付ける等同項の作業に従事する労働者以外の者が当該機械を運転すること
を防止するための措置を講じなければならない。

11ページ　表示等、安全データシート（SDS）について

労働安全衛生法
（表示等）

第57条　ベンゼン、ベンゼンを含有する製剤その他の労働者に健康障害を生ずるおそれのある物で政令で
定めるもの又は前条第 1項の物を容器に入れ、又は包装して、譲渡し、又は提供する者は、厚生労働省
令で定めるところにより、その容器又は包装（客器に入れ、かつ、包装して、譲渡し、又は提供すると
きにあつては、その容器）に次の事項を表示しなければならない。ただし、その容器又は包装のうち、
主として一般消費者の生活の用に供するためのものについては、この限りではない。
1　名称
2　成分及びその含有量
3　厚生労働省令で定める物にあつては、人体に及ぼす作用
4　厚生労働省令で定める物にあつては、貯蔵又は取扱い上の注意
5　前各号に掲げるもののほか、厚生労働省令で定める事項
2　前項の政令で定める物又は前条第 1項の物を前項に規定する方法以外の方法により譲渡し、又は提
供する者は、厚生労働省令で定めるところにより、同項各号の事項を記載した文書を譲渡し、又は提
供する相手方に交付しなければならない。

（文書の交付等）
第57条の 2　労働者に健康障害を生ずるおそれのある物で政令で定めるもの又は第56条第 1項の物※（以下
この条において「通知対象物」という。）を譲渡し、又は提供する者は、文書の交付その他厚生労働省令
で定める方法により通知対象物に関する次の事項（前条第2項に規定する者にあつては、同項に規定する
事項を除く。）を、譲渡し、又は提供する相手方に通知しなければならない。ただし、主として一般消費
者の生活の用に供される製品として通知対象物を譲渡し、又は提供する場合については、この限りでない。
※ジクロルベンジジン、ジクロルベンジジンを含有する製剤その他の労働者に重度の健康障害を生ずる
おそれのある物で、政令で定めるもの。
1　名称
2　成分及びその含有量
3　物理的及び化学的性質
4　人体に及ぼす作用
5　貯蔵又は取扱い上の注意
6　流出その他の事故が発生した場合において講ずべき応急の措置
7　前各号に掲げるもののほか、厚生労働省令で定める事項　（略）
（法令等の周知）

第101条第 2 項　
2　事業者は、第57条の 2第 1項又は第 2項の規定により通知された事項を、化学物質、化学物質を含有
する製剤その他の物で当該通知された事項に係るものを取り扱う各作業場の見やすい場所に常時掲示し、
又は備え付けることその他の厚生労働省令で定める方法により、当該物を取り扱う労働者に周知させな
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ければならない。

労働安全衛生規則
（名称等の表示）

第32条　法第57条第 1項の規定による表示は、当該容器又は包装に、同項各号に掲げるもの（以下この条
において「表示事項等」という。）を印刷し、又は表示事項等を印刷した票せんをはりつけて行わなけ
ればならない。ただし、当該容器又は包装に表示事項等のすべてを印刷し、又は表示事項等のすべてを
印刷した票せんをはりつけることが困難なときは、表示事項等のうち同項第 1号ハからホまで及び同項
第 2号に掲げるものについては、これらを印刷した票せんを容器又は包装に結びつけることにより表示
することができる。

第33条　法第57条第 1項第 1号ホの厚生労働省令で定める事項は、次のとおりとする。
1　法第57条第 1項の規定による表示をする者の氏名（法人にあつては、その名称）、住所及び電話番号
2　注意喚起語
3　安定性及び反応性

第34条の 2 の 4　法第57条の 2第 1項第 7号の厚生労働省令で定める事項は、次のとおりとする。
1　法第57条の 2第 1項の規定による通知を行う者の氏名（法人にあつては、その名称）、住所及び電
話番号
2　危険性又は有害性の要約
3　安定性及び反応性
4　適用される法令
5　その他参考となる事項
（危険有害化学物質等に関する危険性又は有害性等の表示等）

第24条の14　化学物質、化学物質を含有する製剤その他の労働者に対する危険又は健康障害を生ずるおそ
れのある物で厚生労働大臣が定めるもの（令第18条各号及び令別表第 3第 1号に掲げる物を除く。以下
この条及び次条において「危険有害化学物質等」という。）を容器に入れ、又は包装して、譲渡し、又
は提供する者は、その容器又は包装（容器に入れ、かつ、包装して、譲渡し、又は提供するときにあつ
ては、その容器）に次に掲げるものを表示するように努めなければならない。
1　次に掲げる事項
イ　名称
ロ　成分
ハ　人体に及ぼす作用
ニ　貯蔵又は取扱い上の注意
ホ　表示をする者の氏名（法人にあつては、その名称）、住所及び電話番号
ヘ　注意喚起語
ト　安定性及び反応性
2　当該物を取り扱う労働者に注意を喚起するための標章で厚生労働大臣が定めるもの

2　危険有害化学物質等を前項に規定する方法以外の方法により譲渡し、又は提供する者は、同項各号の
事項を記載した文書を、譲渡し、又は提供する相手方に交付するよう努めなければならない。

第24条の15　特定危険有害化学物質等（危険有害化学物質等（法第57条の 2第 1項に規定する通知対象物
を除く。）をいう。以下この項において同じ。）を譲渡し、又は提供する者は、文書の交付又は相手方の
事業者が承諾した方法により特定危険有害化学物質等に関する次に掲げる事項（前条第 2項に規定する
者にあつては、同条第 1項に規定する事項を除く。）を、譲渡し、又は提供する相手方の事業者に通知
するよう努めなければならない。
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1 　名称
2　成分及びその含有量
3　物理的及び化学的性質
4　人体に及ぼす作用
5　貯蔵又は取扱い上の注意
6　流出その他の事故が発生した場合において講ずべき応急の措置
7　通知を行う者の氏名（法人にあつては、その名称）、住所及び電話番号
8　危険性又は有害性の要約
9　安定性及び反応性
10　適用される法令
11　その他参考となる事項

2　特定危険有害化学物質等を譲渡し、又は提供する者は、前項の規定により通知した事項に変更を行う
必要が生じたときは、文書の交付又は相手方の事業者が承諾した方法により、変更後の同項各号の事項
を、速やかに、譲渡し、又は提供した相手方の事業者に通知するよう努めなければならない。

18ページ　圧力釜の点検について

ボイラー及び圧力容器安全規則
（圧力計の防護）

第87条　事業者は、圧力計については、その内部が凍結し、又は80℃以上の温度にならない措置を講じな
ければならない。

2　事業者は、圧力計の目もりには、当該第 2種圧力容器の最高使用圧力を示す位置に、見やすい表示を
しなければならない。
（定期自主検査）

第88条　事業者は、第 2種圧力容器について、その使用を開始した後、 1年以内ごとに 1回、定期に、次
の事項について自主検査を行なわなければならない。ただし、 1年をこえる期間使用しない第 2種圧力
容器の当該使用しない期間においては、この限りでない。
1　本体の損傷の有無
2　ふたの締付けボルトの摩耗の有無
3　管及び弁の損傷の有無

2　事業者は、前項ただし書の第 2種圧力容器については、その使用を再び開始する際に、同項各号に掲
げる事項について自主検査を行なわなければならない。

3　事業者は、前 2項の自主検査を行なつたときは、その結果を記録し、これを 3年間保存しなければな
らない。

20ページ　重量物の取り扱いについて

労働基準法　
（危険有害業務の就業制限）

第64条の 3　使用者は、妊娠中の女性及び産後 1年を経過しない女性（以下「妊産婦」という。）を、重
量物を取り扱う業務、有害ガスを発散する場所における業務その他妊産婦の妊娠、出産、哺育等に有害
な業務に就かせてはならない。

2　前項の規定は、同項に規定する業務のうち女性の妊娠又は出産に係る機能に有害である業務につき、
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厚生労働省令で、妊産婦以外の女性に関して、準用することができる。
3　前 2項に規定する業務の範囲及びこれらの規定によりこれらの業務に就かせてはならない者の範囲は、
厚生労働省令で定める。

女性労働基準規則　
第 2 条
法第64条の 3第 1項の規定により、妊娠中の女性を就かせてはならない業務は、次のとおりとする。
1　次の表の上欄に掲げる年齢の区分に応じ、それぞれ同表の下欄に掲げる重量以上の重量物を取り扱う
業務

年齢 重量（単位キログラム）
断続作業の場合 継続作業の場合

満16歳未満 12 8
満16歳以上満18歳未満 25 15
満18歳以上 30 20

（略）

22ページ　簡易リフトについて

労働安全衛生法施行令
（定義）

第 1 条　この政令において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。（略）
9　簡易リフト　エレベーター（労働基準法（昭和22年法律第49号）別表第 1第 1号から第 5号までに
掲げる事業の事業場に設置されるものに限るものとし、せり上げ装置、船舶安全法（昭和 8年法律第
11号）の適用を受ける船舶に用いられるもの及び主として一般公衆の用に供されるものを除く。以下
同じ。）のうち、荷のみを運搬することを目的とするエレベーターで、搬器の床面積が 1㎡以下又は
その天井の高さが1.2m以下のもの（次号の建設用リフトを除く。）をいう。

クレーン等安全規則
（過負荷の制限）

第205条　事業者は、簡易リフトにその積載荷重をこえる荷重をかけて使用してはならない。
（定期自主検査）

第208条　事業者は、簡易リフトを設置した後、 1年以内ごとに 1回、定期に、当該簡易リフトについて
自主検査を行なわなければならない。ただし、 1年をこえる期間使用しない簡易リフトの当該使用しな
い期間においては、この限りでない。

2 　 事業者は、前項ただし書の簡易リフトについては、その使用を再び開始する際に、自主検査を行なわ
なければならない。

3 　 事業者は、前 2項の自主検査においては、荷重試験を行なわなければならない。
4 　 前項の荷重試験は、簡易リフトに積載荷重に相当する荷重の荷をのせて、昇降の作動を定格速度によ
り行なうものとする。

第209条　事業者は、簡易リフトについては、 1月以内ごとに 1回、定期に、次の事項について自主検査
を行なわなければならない。ただし、 1月をこえる期間使用しない簡易リフトの当該使用しない期間に
おいては、この限りでない。

1 　 巻過防止装置その他の安全装置、ブレーキ及び制御装置の異常の有無
2 　 ワイヤロープの損傷の有無
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3 　 ガイドレールの状態
2 　 事業者は、前項ただし書の簡易リフトについては、その使用を再び開始する際に、同項各号に掲げる
事項について自主検査を行なわなければならない。
（作業開始前の点検）

第210条　事業者は、簡易リフトを用いて作業を行なうときは、その日の作業を開始する前に、そのブレー
キの機能について点検を行なわなければならない。
（自主検査の記録）

第211条　事業者は、この節に定める自主検査の結果を記録し、これを 3年間保存しなければならない。

26ページ　乾燥設備作業主任者について

労働安全衛生法
（作業主任者）

第14条　事業者は、高圧室内作業その他の労働災害を防止するための管理を必要とする作業で、政令で定
めるものについては、都道府県労働局長の免許を受けた者又は都道府県労働局長の登録を受けた者が行
う技能講習を修了した者のうちから、厚生労働省令で定めるところにより、当該作業の区分に応じて、
作業主任者を選任し、その者に当該作業に従事する労働者の指揮その他の厚生労働省令で定める事項を
行わせなければならない。

労働安全衛生法施行令　
（作業主任者を選任すべき作業）

第 6 条　法第14条の政令で定める作業は、次のとおりとする。（略）
8　次に掲げる設備による物の加熱乾燥の作業
イ　乾燥設備（熱源を用いて火薬類取締法（昭和25年法律第149号）第 2条第 1項に規定する火薬類以
外の物を加熱乾燥する乾燥室及び乾燥器をいう。以下同じ。）のうち、危険物等（別表第 1に掲げる
危険物及びこれらの危険物が発生する乾燥物をいう。）に係る設備で、内容積が 1㎥以上のもの

ロ　乾燥設備のうち、イの危険物等以外の物に係る設備で、熱源として燃料を使用するもの（その最大
消費量が、固体燃料にあつては毎時10㎏以上、液体燃料にあつては毎時10ℓ以上、気体燃料にあつて
は毎時 1㎥以上であるものに限る。）又は熱源として電力を使用するもの（定格消費電力が10kw以上
のものに限る。）

30ページ　配電盤に絶縁カバーがない

労働安全衛生規則
（電気機械器具の囲い等）

第329条　事業者は、電気機械器具の充電部分（電熱器の発熱体の部分、抵抗溶接機の電極の部分等電気
機械器具の使用の目的により露出することがやむを得ない充電部分を除く。）で、労働者が作業中又は
通行の際に、接触（導電体を介する接触を含む。以下この章において同じ。）し、又は接近することに
より感電の危険を生ずるおそれのあるものについては、感電を防止するための囲い又は絶縁覆いを設け
なければならない。ただし、配電盤室、変電室等区画された場所で、事業者が第36条第 4号の業務に就
いている者（以下「電気取扱者」という。）以外の者の立入りを禁止したところに設置し、又は電柱上、
塔上等隔離された場所で、電気取扱者以外の者が接近するおそれのないところに設置する電気機械器具
については、この限りでない。
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4 安全・衛生点検表の例
千葉県流山市では、次のチェックリスト 2種を使って職場の安全・衛生点検を行っています。各調
理場の調理員が毎月チェックし、災害防止に役立てています。
「作業時の安全点検」

校長 教頭 栄養士 調理師（全員）

報告日　　　年　　　月　　　　日

学校名 点検者名

№ 点検結果

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 マニュアルに従って作業を進めているか

※点検結果　　○：良好　　×：要改善（対策を考え特記事項に記入してください）

機械等の取扱説明書やマニュアルは、見やすいところに置いてあるか

作業時の安全点検（　　　　月分）

特記事項

無理な姿勢/動作で作業をしていないか

物を運ぶとき不安全になっていないか（重ねすぎなど）

不安全な行動を見かけたらお互い注意する態勢はできているか

作業をするときに立つ位置は安全か（近すぎたり、遠すぎたりしてないか）

作業工程と作業動線・作業手順の確認をしながら作業を進めているか

床面通路に不要品や障害物はないか

床に不要な水や油・野菜くずはおちてないか（滑りやすくなり危険）

調理場内で走っていないか

献立に沿った作業工程と作業動線・作業手順の確認をしたか

機器の使い方は、適正に行っているか

点検項目

作業分担は適切か

作業衣（前掛け・靴・手袋）は、正しく着用して作業しているか

機器を使う前に安全確認しているか
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「学校給食調理場チェックリスト」

注）流山市では、学期によって点検項目を替えています。この例は 1 学期のものです。 
 

学校給食調理場チェックリスト（１学期）月分  

点検日時  月  日 点検者   

職 場 名  

 点   検   項   目 評価

１ 日常点検票に従い、調理作業前の個々の健康チェックをしてい

るか。 

 

２  長時間、同じ姿勢で作業を続けないように工夫しているか。   

３  強い洗剤や消毒薬を扱う場合ゴム手袋等を着用し、手指の保護

に気をつけているか。 
 

４  作業終了後は、クリーム等で手指のケアを行っているか。  

５  汗の始末や着替えをこまめに行っているか。   

６  作業環境改善から調理室内の湿気、使用水を最小限にし作業に

よっては軽装で作業しているか。（セミドライ方式の導入） 
 

７  足元の安全確保のため整理整頓、清掃を心がけているか。   

８  高所にあるものや重いものは小分けをし、複数の人員で作業し

ているか。 
 

９  高温のもの、刃物類、先の鋭利なもの等の置き場所、処理方法

を全員に徹底しているか。 
 

１ 0 電気製品、ガス器具類・調理機器の取り扱いは、安全に行って

いるか。 
 

1１   安全衛生に関する話し合いをもちましたか。  
（話し合った内容） 

 

 

 

備考 

 

 

点検評価   A・・良好  B・・要改善（詳細を備考欄に記入  

注）流山市では、学期によって点検項目を替えています。この例は 1学期のものです。
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5 職場巡視チェックリスト（参考様式）
下のチェックリストは、一般財団法人 地方公務員安全衛生推進協会が、地方公共団体に対して行っ
た調査を基に作成した職場巡視チェックリストの例です。職場で巡視を行う際の参考としてくださ
い。

日　時：　　　年　　　月　　　日　　　時から　　　時　（天候：　　　　気温：　　℃）

巡視場所：

巡視同行者：

職場概要
　職員数　計　　　人（内　男性　　　人、女性　　　人）
　調理数　　　　　食／日
　健康診断受診者　計　　　　人（内　男性　　　　人、女性　　　　人）受診率　　　　％
　公務災害発生の有無　　　　有（過去 ３年　　　件）　無
　（災害の概要：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　長期休業者の有無　　　　　有（　　　人）　　　　無

チェックポイント 評価 気づいたこと
（改善すべき、参考にすべき）

職員の健康管理チェックが定
期的に行われている。

作業着がきちんと身に着けら
れている。

調理台の照度が十分に保たれ
ている。

調理室の換気など、高温多湿
への対策が十分である。

通路や作業スペースが十分に
確保されている。

ごみ処理がきちんと行われて
いる。

▲床が清潔に保たれている。

▲床に水溜りなどがなく、排
水溝の流れがスムーズである。

▲床に水・油・洗剤などがこ
ぼされていない。

重量物を持ち上げる作業への
対策が図られている。

やけど対策が行われている。
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※給食調理場においてはチェックポイントが多く、上記の例の他にも様々な項目が考えられます。
そのため、リスト作成に先立って十分に協議・検討を重ね、できるだけ職場の実態に合わせたもの
を導入することが望まれます。
　例えば、自校方式に比べセンター方式の場合には、配備されている調理機器の類が大型で多種に
わたることが予想されるため、チェックポイントも機器操作に関する項目を設けることが必要とな
ります。
　また、▲をつけたポイントについては、ドライとウェットとで項目の立て方が変わってくるもの
と考えられます。
　◎をつけたポイントは、主にセンター方式をとる場合に必要となることが多くなるものと思われ
ます。

調理等の機器のスイッチ（非
常停止スイッチなど）の表示
がわかりやすい。

調理等の機器のメンテナンス
が定期的に行われている。

回転釜の取扱いが無理のない
姿勢で行える。

▲電気プラグ・コンセントは
防水型になっている。

洗剤など化学物質の取扱いが
適切である。

包丁などの保管が適切である。

◎ボイラー管理が適切である。

消火器が分かりやすいところ
に置かれ、取り出しやすい。

休憩室・控え室が清潔に保たれ、
整理整頓がされている。

（全体を通して気づいたこと）
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6 事故形態別分類項目一覧

分　類　項　目 説　　明　　等

墜 落 ・ 転 落 人が樹木、建築物、足場、機械、乗物、はしご、階段、斜面等から
落ちることをいう。乗っていた場所がくずれ、動揺して墜落した場
合も含む。車両系機械等とともに転落した場合も含む。交通事故は
除く。感電して墜落した場合は感電に分類する。

転 倒 人がほぼ同一平面上で転ぶ場合で、つまずき又はすべりにより倒れ
た場合等をいう。
車両系機械等とともに転倒した場合を含む。交通事故は除く。感電
して倒れた場合は感電に分類する。

激 突 墜落、転落及び転倒を除き、人が主体となって停止物又は動いてい
る物に当たった場合をいい、機械の部分、ドアー、バックネットに
人からぶつかった場合、飛び降りた場合等をいう。車両系機械等と
ともに激突した場合を含む。交通事故は除く。

飛 来 ・ 落 下 飛んでくる物、落ちてくる物等が主体となって人に当たった場合を
いう。野球のボール、切断片等の飛来、その他自分が持っていた物
を足の上に落とした場合を含む。容器などの破裂によるものは破裂
に分類する。

崩 壊 ・ 倒 壊 堆積した物（灰等を含む）足場、建築物等が崩れ落ち又は倒壊して
人に当たった場合をいう。立てかけてあった看板などが倒れた場合、
落盤、なだれ、地滑り等の場合を含む。

激 突 さ れ 飛来、落下、崩壊、倒壊を除く、物が主体となって人に当たった場
合をいう。
構内等において自動車にぶつけられた場合、動いている機械の部分
等が当たった場合を含む。交通事故は除く。

はさまれ・巻き込まれ 物に挟まれる状態及び巻き込まれる状態で、つぶされ、ねじられ等
をいう。構内等において自動車にひかれた場合、自動車と壁に挟ま
れた場合を含み、その他の交通事故は除く。

切 れ・ こ す れ こすられた場合、こすられた状態で切られた場合等をいう。刃物に
よる切れ、工具取扱中の物体による切れ、こすれ等を含む。

踏 み 抜 き くぎ、金属片等を踏み抜いた場合をいう。床、スレート等を踏み抜
いたものを含む。踏み抜いて墜落した場合は、墜落に分類する。

お ぼ れ 水中に墜落しておぼれた場合を含む。

高温・低温の物との接触 高温又は低温の物との接触をいう。高温又は低温の環境下に曝露さ
れた場合を含む。
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分　類　項　目 説　　明　　等

[高温の場合]
火災、アーク、溶接状態の金属、湯、水蒸気等に接触した場合をいう。
炉前作業中の熱症等高温環境下に曝露された場合を含む。
[低温の場合]
冷凍庫内等低温の環境下に曝露された場合を含む。

有 害 物 等 と の 接 触 放射線による被ばく、有害光線による障害、一酸化炭素中毒、酸素
欠乏症及び高気圧、低気圧等有害環境下に曝露された場合をいう。
有害物等には、病原菌・細菌を含まない。（これらに感染・死亡した
場合は「その他」に分類する）

感 電 帯電体に触れ又は放電により、人が衝撃を受けた場合をいう。

爆 発 圧力の急激な発生又は開放の結果として、爆音をともなう膨張等が
起こる場合をいう。破裂を除く。水蒸気爆発を含む。容器・装置等
の内部で爆発した場合は、容器・装置等が破裂した場合であっても、
ここに分類する。

破 裂 容器又は装置が物理的な圧力によって破裂した場合をいう。

火 災 火によるものをいう。爆発によるものを除く。
[起因物との関係]
危険物の火災においては、危険物を起因物とし、危険物以外の場合
においては、火源となったものを起因物とする。

交 通 事 故（ 道 路 ） 交通事故のうち、道路交通法適用の場合をいう。

交通事故（その他） 交通事故のうち、船舶、航空機及び公共輸送用の列車、電車等によ
る事故をいう。

動作の反動・無理な動作 上記に分類されない場合であって、重い物を持ち上げて腰をぎっく
りさせたというような身体の動き、不自然な姿勢、動作の反動等が
起因して、筋をちがえる、くじく、ぎっくり腰及びこれに類似した
状態になる場合をいう。バランスを失って墜落、重い物を持ちすぎ
て転倒等の場合は、無理な動作等が関係したものであっても、墜落、
転倒等に分類する。

故 意 の 加 害 行 為 未必の故意による加害行為を含む。

汚染血液による事故 針刺し事故等をいう。

そ の 他 上記のいずれにも分類されないものをいう。

注�アドバイザーの診断では、「4S」（38ページコラム参照）について数多くの指摘がなされています。
そのため、事故にはあてはまらないものの、4Sを事故形態別分類項目の一つとして取り上げて
います。
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7 事例、コラム　一覧
第 2章　改善提案事例

分類 事例番号 事例のタイトル コラム ページ

荷
　
受
　
け
　
・
　
下
　
処
　
理

1 包丁作業の方法がまちまち 8
作業手順書とは

2 まな板を台の縁に斜めにかけて使用し
ている 9

「知らない・できない・やらない」
3 裁断機の刃に手が届く 10

労働安全衛生規則が改正されま
した

4 脚立の天板に上る 11

5 殺菌用薬剤の小分け時に手袋、保護メ
ガネを使用していない

安全データシート（SDS）を知っ
ていますか

6 食品庫の棚が整理されていない 12
整理整頓の「整頓」とは？

7 冷凍庫の非常脱出装置の点検・教育

調
　
　
　
　
　
　
理

8 釜の外部に触れやけどをするおそれ 13
9 揚げ物機周辺に油が飛び散る

揚げ物機の点検を
10 作業者の行動について 14

「なぜなぜ分析」をしよう
11 排気設備がない、換気が不十分 15

12 移動式作業台の設置位置が決められて
いない

作業スペースと作業動線について

13 焼き物機のコンベアに巻き込まれるお
それ 16

機械設備の災害防止
14 蒸し器の蒸気に当たるおそれ

注意・警告表示はわかりやすく

15 柄杓や撹拌棒の長さや太さが体に合っ
ていない 17

やりにくいこと、やりにくいも
の

16 体に合っていない高さの作業台で作業
している

体に合った高さとは？
17 ボウル・ケースの握り部が浅い 18
18 圧力釜の点検
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配
　
膳
　
・
　
配
　
送

19 台車、コンテナにストッパーが掛かっ
ていない 19

移動台車について
20 台車の置き場が決められていない
21 台車に荷を高く積んでいる 20
22 重量物を持ち上げる

重量物の取り扱いについて
23 コンテナにはさまれるおそれ 21

24 プラットホームに転落防止措置をして
いない

25 リフトの鍵の管理がされていない 22
26 リフトの点検

洗
　
浄
　
・
　
清
　
掃

27 切裁機器の刃の洗浄に作業手順書が
ない 23

28 食器洗浄機のコンベアに指をはさむ
おそれ

非常停止ボタンについて
29 薬剤の名前が明示されていない 24

30 釜から熱湯を捨てる際にやけどのおそ
れ

31 シンクが深く、腰に負担がかかる 25

32 シンクの奥行きが大きく、手が届き
にくい

33 食器乾燥機で熱風を浴びるおそれ 26
34 パンラック最上段に物が置かれている

ボ
イ
ラ
ー
・
給
水
・
電
気
・
ガ
ス

35 足元の配管やホースにつまずく 27
36 CO警報器が設置されていない

ガス使用機器の災害防止について
37 湯と水の蛇口の区別がつけにくい 28
38 配管に識別表示がない
39 ガス配管が劣化 29

ガス漏れにご注意！
40 コンセントに感電の危険
41 配電盤に絶縁カバーがない 30
42 ボイラー周辺に可燃物
43 ガス漏れ警報器の設置場所が不適切 31

異常時の備えは万全ですか？
44 コードが通路を這っている

建
物
及
び

同
付
帯
設
備

45 水に濡れた床が滑る 32
46 グレーチングが滑る
47 通路をふさぐ 33

通路、作業場の確保について
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建
物
及
び
同
付
帯
設
備

48 調理機器周辺の段差で転倒のおそれ 33
49 鉄製のグレーチングが重い 34

50 設備を固定しているボルトが通路に出
ている

51 消火器、非常口の前に物が置いてある 35
52 火災報知器の取り扱い

防災設備について
53 階段から転落するおそれ 36

54 開けたドアが通行中の作業者にぶつか
るおそれ

そ
　
の
　
他
　

55 脚立が立て掛けてある 37
物の置き方・しまい方

56 エプロンの色が同じ
57 表示の仕方が不適切 38

表示・標識の点検をしています
か？

58 整理整頓されていない
4S活動に取り組もう

第 3章　好事例

分類 事例番号 事例のタイトル コラム ページ

荷
受
け
・
下
処
理

1 包丁の表示、区別 40
2 シンクの幅に合わせたまな板を使用

3 スライサーの取扱手順をわかりやすく
表示 41

4 スライサー作業時に指差し呼称
指差し呼称を取り入れよう

5 ピーラーの排水受けトレイを作成 42
6 食品庫の棚に落下防止対策

調
　
　
理

7 圧力釜の蒸気の吹き出し口を下方に
誘導 43

8 圧力釜や冷却機の計器の表示
9 揚げ物機の作業手順のポイントを表示 44

危険作業における作業ポイント
の表示について

10 揚げ物機の作業範囲を管理

配
膳
・
配
送

11 移動台車の天板に水抜き用のホースを
取り付け 45

12 台車のストッパーを色分け表示
13 台車の角に角当てを取り付けている 46
14 コンテナの保管場所が色分け表示

洗
浄・

清
掃

15 食器洗浄機の非常停止ボタンが移動式 47
16 食器洗浄機の排気経路にカバー設置
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洗
浄
・
清
掃

17 消毒保管庫内を写真表示 48
18 食器の仮置き場をつくっている
19 移動式ホース掛けを作成し使用している 49
20 ホースの蛇口汚染防止と色分け表示

ボ
イ
ラ
ー・給
水・

電
気・ガ
ス

21 リーラーコンセントを設置 50
22 配管の識別表示がされている
23 供給バルブに開閉表示 51
24 蒸気配管に注意表示

建
物
及
び

同
付
帯
設
備

25 段差に注意表示 52
26 出入り口の段差にスロープを設置
27 グレーチングの取り外しにひもを利用 53

28 グレーチングのストッパーにホースを
利用

そ
の
他

29 長靴上端が隠れる長さのエプロンで熱
湯の侵入防止 54

30 ヒヤリハット報告活動を実施
ヒヤリハット報告を行うときの
注意点

31 手袋の用途と処理方法を表示 55
32 事故防止対策目標を掲示
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「職場環境改善アドバイザー優良事例活用事業ワーキンググループ」 
委員名簿

　 　　　　　　　　　　（敬称略　50音順）

座　長　　　酒井　一博　　公益財団法人 労働科学研究所　常務理事・所長

委　員　　　池田　尚之　　中央労働災害防止協会 関東安全衛生サービスセンター
　　　　　　　　　　　　　安全管理士
　　　　　　平野　盛雄　　株式会社 IK安全サポート　技術顧問
　　　　　　水沼　一典　　中央労働災害防止協会 技術支援部次長兼業務調整課長

事務局　　　一般財団法人 地方公務員安全衛生推進協会 調査研究課

「職場環境改善アドバイザー優良事例活用事業ワーキンググループ」 
開催実績

第 1回
日　付：平成25年 6 月27日（木）
場　所：一般財団法人 地方公務員安全衛生推進協会内
議　事：アドバイス集（学校給食事業）の作成について

第 2回
日　付：平成25年10月21日（月）
場　所：一般財団法人 地方公務員安全衛生推進協会内
議　事：アドバイス集（学校給食事業）構成案について

第 3回
日　付：平成26年 1 月 9 日（木）
場　所：一般財団法人 地方公務員安全衛生推進協会内
議　事：アドバイス集（学校給食事業）原稿案について


